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第　 1　問

平面上に 2定点 A，Bがあり，線分 ABの長さ ABは 2(
√
3 + 1)である。この平面上

を動く 3点 P，Q，Rがあって，つねに

AP = PQ = 2, QR = RB =
√
2

なる長さを保ちながら動いている。このとき，点 Qが動きうる範囲を図示し，その面積
を求めよ。
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第　 2　問

xy 平面上の曲線 y = x2 上の 3点を，x座標の小さいものから順に A，B，Cとする。
Aと Bとの x座標の差は a（aは正の定数），Bと Cとの x座標の差は 1，という関係を
保ちながら 3点 A，B，Cが動く。
∠CABが最大になるときの，点 Aの x座標を aで表せ。また，∠CABが最大になる

ときに，∠ABCが直角になるような aの値を求めよ。
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第　 3　問

a，bを整数として，xの 4次方程式 x4 + ax2 + b = 0の 4つの解を考える。いま，4

つの解の近似値 −3.45，−0.61，0.54，3.42がわかっていて，これらの近似値の誤差の絶
対値は 0.05以下であるという。真の解を小数第 2位まで正しく求めよ。
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第　 4　問

A =

 1
2

− 1
2

0 1

，B =

 1 0

− 1
2

1
2

とおく。xy 平面において，(1, 1)を座標とす

る点 P0 から始めて，点列 P0, P1, P2, · · · をつぎのような手続きで作っていく。Pn の座
標を (xn, yn)とするとき，

（イ） xn+yn ≧ 1
100

のときは，(xn+1, yn+1)を
(
xn+1

yn+1

)
= A

(
xn

yn

)
または

(
xn+1

yn+1

)
=

B

(
xn

yn

)
のどちらかが成り立つように決める。

（ロ） xn + yn < 1
100

のときは，(xn+1, yn+1)を
(
xn+1

yn+1

)
= A

(
xn

yn

)
によって決める。

このようにするといろいろな点列ができるが，それらについてつぎの問に答えよ。

(1) P2 として可能な点をすべて求め，図示せよ。

(2) xn + yn を nで表せ。

(3) P10 として可能な点は何個あるか。
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